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 湘南支部が企画した時宜にかなった講演会へ

の期待が高まっています。会員・読者の皆さんは

ふるってご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜講演会チラシより＞ 

 今年に入って朝鮮半島をめぐる情勢大きく変

化しています。その動きが今止まったように見え

る中で、米中貿易戦争が勃発。昨年来強化された

習近平体制のもと改革・開放 40年を迎えた中国

はこれからどう対応する 

のか。そして日本の進む 

べき道は？ 日中友好協 

会本部副理事長も務める 

マルクス経済学者・大西 

広先生に縦横に語ってい 

ただきます。 

 

 

9月 11日、湘南支部主催の中国映画「聶耳（ニ

エ・アル）」上映会が藤沢市内で開催されました。

支部内外から 18名が参加し、ニエ・アルの生涯

をたどりました。 

＜あらすじ＞1930 年に 19 歳で昆明から上海

に出てきた音楽青年ニエ・アルが働きながら音楽

修業をし、百花歌舞団の募集に応じてバイオリン

弾きとして採用され、中国各地で公演。日本の侵

略に対して慰問歌舞団とともに前線で「ラ・マル

セエーズ」を歌った。上海に戻ったニエ・アルは

映画の歌曲などを作曲して全国的に流行し有名

になったが、国民党政府の弾圧が厳しくなり、海

外脱出が決まった。出発前夜にニエ・アルは映画

の主題歌として「義勇軍行進曲」を書き上げた。 

上映会の後、『歌で革命に挑んだ男―中国国歌 

作曲者・聶耳(ニエ・アル) 

と日本』の著作のある岡 

崎雄兒理事から詳細な解 

説が加えられ、「ニエ・ア 

ルはどのような手段で日 

本に来たのか」、「日本語 

は話せたのか」などの質 

問にも丁寧に答えました。 

 

 

 

 

 

 

 

121号 

大西広先生の講演に期待 

（ニエ・アルをしのぶ会） 

中国映画鑑賞会に 18名

参加 

日中平和友好条約締結 40周年記念講演会 

｢朝鮮半島情勢の急展開と日米中関係｣ 
講師：大西 広（おおにし・ひろし） 
日本中国友好協会本部副理事長 

慶応義塾大学経済学部教授 

北東アジア学会前会長 

１０月８日(月・休日) 

午後１時３０分～ 

(２時間) 

オザワビル７階 

（辻堂駅北口徒歩５分） 

ミサワホーム会議室 

資料代：500円 

 

 

「会費前納のお願い」 
平素は「日中友好新聞」をご購読いただき、

誠にありがとうございます。 

これまで後納でした会費を事務の都合上、

今年度より前納とさせて頂きたく、以前より

早目に請求書を発送させていただきます。 

また、１年間まとめてのお支払いも可能で

ございます。何卒ご理解、ご協力の程よろし

くお願い申し上げます。 



 

 

８月の支部総会で採択された決定を前号に続

いて掲載します。 

2018年度 湘南支部運動方針 

【はじめに】 

中国の国際的役割が一段と大きくなっていま

す。また、5 月→６月の米朝首脳会談によって朝

鮮半島とアジアをめぐる情勢は大きく好転する

可能性が開かれました。新たな情勢を発展させる

ために、日本、韓国、中国の役割がさらに重要に

なっています。こうした環境変化のもとで、私た

ち草の根の日中友好運動でも、日中不再戦を基礎

に中国を正しく理解し、自主・平等の立場で向き

合っていくことがますます重要になっています。

この 1 年、湘南地域でこのような観点で活動を

進めていきます。 

【具体的取組】 

１． 組織の拡大強化 

（１） 組織強化 5 原則に基づく支部活動をおこ

ないます。 

① 定期的に役員会を開く 

② 多彩な行事を開催する 

③ 会員、準会員、「研究中国」読者を増やし、組

織を大きくする 

④ 集金を確実に行う 

⑤ 機関→支部ニュースを発行する 

（２） 次期総会までに会員を 30 名に、準会員

を 20 名にしたい（会員で 6 名、準会員で 4 名）。

（2017 年は再建期間で進められませんでした。

今年は後れをとりもどす 1 年にしたい） 

２． 誰でも参加できるイベントの実施 

（１）中国映画や世界遺産 DVD、日中関係に関

わる記録映画などの上映会を隔月を目安に実施

する。 

（２）湘南地区の「中国ゆかりの地」の歴史散歩

を行う。 

（３）中国問題に関する学習会と講演会を開催す

る。 

３． 「ニエ・アルを偲ぶ」活動の推進 

（１）「NPO 法人ゆい」と協力して、ニエ・ア 

 

 

ル記念公園の清掃を行う。 

（２）神奈川県連と共催で、ニエ・アルを偲ぶイ

ベントをおこなう。 

（３）日中友好のシンボル・観光名所としてのニ

エ・アル記念公園の周知宣伝と、行政への提案を

行う。 

４． 日中友好カレンダーの普及 

カレンダーは中国の風俗・風土・社会を理解し

親しむ力になります。また財政活動でもあります。

今年度の目標を 55 本とします。 

５． 中国百科検定の普及と試験参加者増を目指

す 

中国百科検定は日中友好協会の重要な取り組

みの一つになりつつあります。百科検定試験を通

じて中国を正しく理解する層を広げていくこと

は今後の中国と向き合う上で意義のある活動で

す。このための学習活動を県連と共催でおこない、

受験者も増やしていきます。 

６． 日中友好協会の活動を地域に広めるために

支部ホームページを活用し、充実させる。 

2018年度 湘南支部役員 

支部長  空席 

副支部長 大橋一夫（新） 藤沢市 

同    今野耕太（再） 鎌倉市 

同    山内幹郎（再） 藤沢市 

理事   岡崎雄兒（再） 鎌倉市 

同    古牧悠紀子（再）藤沢市 

同    渡辺智恵子（再）藤沢市 

監査   府川清（再）  平塚市 

顧問   増田恒雄（再） 横浜市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニエ・アル記念広場 清掃活動 

１１月 5日（月） 午前１１時～ 
 
※毎月第一月曜日に、有志が、中華人民共和
国の国歌「義勇軍行進曲」の作曲者である聶
耳（ニエ・アル）の慰霊記念碑のある広場を
清掃しています。聶耳は 1935年 7月 17日
に、遊泳中、鵠沼海岸で亡くなりました。 
※小田急線・鵠沼海岸駅下車・徒歩７分 
※どなたでも、手ぶらで参加できます。 

湘南支部総会決定② 


